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平成１９年度（2007） 

第４回出雲市議会（定例会）一般質問通告 
 
 

質 問 者 ９  石 川 寿 樹 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

１. 実質公債費比率 １．市町村の財政規模に対する返済負担の大

きさを示す実質公債費比率とは、どのよう

な内容か。 

２．本市における実質公債費比率は、本年度

を含め、向こう 10年間どのように推移して

いく見通しか。また、平成 24年度がピーク

とされているが、何故、そうなるのか。 

３．平成 19年度決算から適用される財政健全

化法では、実質公債費比率が一定の水準を

超えた場合、早期健全化団体に指定される。

その基準と、仮に指定を受けた場合、どの

ような制約が加えられるのか。 

４．早期健全化団体に指定されないためにも、

実質公債費比率を出来るだけ下げておく必

要がある。そのため、計画されている大型

公共事業の時期を調整したり、場合によっ

ては事業そのものを見直すなど、何らかの

対策を講ずる考えはないか。 

市  長  

２．市所有施設の文化的

活用 

１．平成20年度 12月完成予定の新庁舎内に、

多目的ホールやギャラリーなどが設置さ

市  長  
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れる予定であるが、こうした場所に総合芸

術文化祭などで選ばれた市民の優秀作品

を年間通して展示、鑑賞できるコーナーを

設けてはどうか。 

また、これらのコーナーの企画・運用に

ついては、市民からサポートメンバーを募

り、市民参加による運営方法を検討しては

どうか。 

２．旧宍道邸については、本年 3 月の定例議

会で、青少年活動の拠点施設として市の土

地開発公社が先行取得することで承認され

た。その後、これの有効活用について、ど

のような検討が行われたか。 

旧宍道邸のある塩冶地区は、大正期を代

表する俳人、原石鼎の誕生の地でもある。

観光産業の振興や文化資源の活用の観点か

らも、旧宍道邸を原石鼎記念館として整備

してはどうか。 

 

 
 
 

質 問 者 １２  高 野 成 俊 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

１．森林再生の取り組み

から松枯れ対策を問う 

３月議会と６月議会において、松枯れ予防 

対策としての薬剤空中散布について質問を申

し上げた。人的影響にも配慮しながら松食い

虫防除の空中散布は続けていくとの考えと、

市  長  
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抵抗性松に転換する旨の回答がなされた事か

ら以下について伺う。 

 ① 合併前の各自治体における松枯れ予防

対策事業の内、薬剤空中散布の総事業費

は過去から合算していくらか伺う。 

② 新出雲市において現在農薬を空中散布 

している面積のうち、公有林と私有林

（個人資産）の面積比を示していただき

たい。 

③ 空中散布地域の受益者は何名になるの 

か伺う。また法人、組合など団体が所有

していることがあるのか、あれば、その

対象面積はいくらか伺う。 

２．竹林の拡大、荒廃か

ら対策と活用について 

林野庁の森林資源調査によるとわが国の竹

林面積は１５万６千ｈａで、全林野の０．６％

であり、島根県では全林野の２％を占めてい

るとされていますが、これらの数値は純竹林

の面積であって、実際には人工林や耕作放棄

地などに竹が侵入し、竹林化がされていると

も言われている。竹林の拡大、荒廃を放置し

ておけば森林の保全、景観、林地の生産性か

らも阻害要因となってきている。以上の事か

ら以下について伺う。 

① 市として上記の事についてどの様に受

け止めておられるのか。 

② 竹林の拡大、荒廃対策として、竹の資

源化が有効であると言われており、昨

今の輸入飼料価格の高騰、石油価格の

高騰に先進的に取り組んでいる事例も

ある。 

市  長  
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竹の資源化 

 １－粉砕粉末処理と酵素配合しての家畜飼

料（配合） 

 ２－竹フエルト腐食剤として「マルチ」に 

 ３－竹の堆肥化（発酵処理） 

 ４－敷き藁としての代替活用（粉砕処理乾

燥） 

 ５－竹炭～バイオマス～エタノールなど 

 

以上の様な活用事例もある事から、竹林、

山林の保全また、家畜農家、園芸農家との

タイアップにより、市内の内需拡大にもつ

ながる事から、山林保全、環境事業として

取り組んではどうか所感を伺う。 

３．自治会加入率の向上

と各地区の活性化のと

りくみとして 

 今日現在、出雲市民１４万８０００人、面 

積は５４３平方ｋｍ、その地域の中には、海 

岸地域、山間地域、平野地、中心市街地と生 

活地域は様々であり、ライフスタイルも職業 

や家族構成などにより市民の生活様式は様々 

であります。先日１９日乙立地区を最後に地 

域活性化フォーラムが終った。 

各地区からは市長に対して様々な要望や質 

問がなされたと思うが、その質問の中には地

区ならではの課題、問題などもあったと推察

する。 

例えば、地区によっては子供や高齢者の安 

全確保の為の信号機の設置が強く求められる

地域があるが、他の地区においても同様な要

望があるため、費用対効果から優先しての設

市 長  
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置が困難であるとか、また地域図書を設立、

増書したいけど、他の地区ではないから駄目

だとか、地域の少子化対策の為に幼稚園や学

童クラブ運営に助成が求められているのに対

し、制度がない、また要件を下回っているな

どで出来ないなどのことがあると感じてい

る。 

そのような事態に対応すべく、地域の最重 

要課題や事案を解決していく方策として、地

区活性化補助金（仮称）なる自治会加入世帯

割、また地域面積なども算定の基準にした交

付金を自治会単位に交付すると言った事業は

考えられないのか。 

その事業効果として、地域に特化した問題 

を地域により解決することが出来ることや、

住民の自治意識が高まり、自治会加入世帯を

増やす取り組みを地域が担っていく体制に変

わるなどの効果が得られると感じている。 

市長の考えを伺う。 

４．教育施設の環境と安

全管理について 

学校、幼稚園施設の老朽化による建替え、 

改修計画について伺う。 

① 次年度以降の計画について伺う。 

② 将来の学校施設建替えや改修事業費の 

年次的な経費の計画について。 

③ 学校、幼稚園施設において、危険箇所 

 や不衛生な問題が指摘、要望などされた

際の教育委員会の対応と現在の市立学

校・幼稚園が公平な教育環境の場（施設）

になっているのか。 

 

教 育 長  
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質 問 者 ２２  米 山 広 志 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

１．稼働停止施設 １．４施設の建物解体予定 

２．解体にかかる費用 

市  長  

２．県立出雲農林高校高

松農場跡地 

１．高松農場は何年度から使用されなくなっ

たか。 

２．要望書提出後の県からの働き 

３．県が方向性を明確に出来ない理由 

市  長  

３．下水道の事業計画 １．今後の建設事業費の見込み 

２．都市計画用途地域内の事業完了見込み 

３．大島処理分区、神門処理分区の計画 

上下水道 
局 長 

 

４．出雲市新庁舎建設 １．完成までの具体的スケジュール 

２．鋼材不足、建築基準法（構造計算適合性

判断）改正の影響 

 

市  長  

 
 
 

質 問 者 ２８  多久和 康 司 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

斐川町との合併と消防 

受委託について 

１． 基本的な考えについて 

２． 斐川町との協議の経過と今後について 

 

市 長  
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質 問 者 ６  板 倉 一 郎 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

１．出雲市の産業につい

て 

１．出雲市内における公共事業の見通しにつ

いて 

 ① 国及び県の財政健全化の計画により、

出雲地域の公共事業は減少しているが、

その状況について、ピーク時及び現在、

また将来の見通しを伺う。 

② 出雲市の公共事業費の見通しについて 

伺う。 

２．出雲市の産業構造の転換について 

   出雲市の産業を、公共事業依存型から、

民需主導型へ転換していく必要がある

が、市長は、どのように考えておられる

のか。 

３． 新ビジネスパークについて 

① 新ビジネスパーク整備について、現状 

を伺う。 

② 無駄な公共投資を防ぐため、オーダー 

メイド方式による整備と理解している

が、変更はないか。 

市  長  

２．出雲市の観光振興（大

社門前町の再生）につ

いて 

１．大社門前町の再生について 

 ① 交流人口１０００万人を目指す中で、

大社門前町の再生が重要であるが、門前

町の再生について、どのように考えてい

るのか。 

 ② 現在の進捗状況について伺う。 

２．出雲阿國座について 

市  長  
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 ① 大社門前町再生の柱のひとつである

「出雲阿國座」について、市民の中には

賛否両論があります。市長の「出雲阿國

座」に対する思い、また、それが何故門

前町再生の柱になるのか伺う。 

② 出雲阿國座で年間を通してどのような

催しものを考えているのか。また、期待

できる経済効果をどのように考えている

のか。 

③ 計画を進めていく上で、出雲市民の理

解をどのように求めていくのか。 

３．出雲市の農業振興に

ついて 

１．儲かる農業について 

 ① 出雲市の特産品振興の状況について伺

う。 

② ブランド化への取り組み状況につい

て伺う。 

③ 一律的な支援も必要であるが、やる気

を持って「儲かる農業」を目指してい

る人に対する支援を、どのように考え

ているか。また、今後、拡充していく

考えはないか。 

 

市  長  
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質 問 者 ２１  勝 部 順 子 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

1. 市長の市政運営に対す

る考え方について 

 

１．市民が今求めている市政運営に対する期 

待と、市長の考えとの違いについて 

※施設建設の縮小（建設費・規模）と、

建設時期の見直しの必要（出雲阿国座・

出雲弥生の森博物館など） 

※もっと広く市民の声、各年代の意見な

どを聞くことが重要と考えます。 

２．市民が多く求めているバス交通の充実に

ついて 

※石見交通のバス便廃止の影響と対応に

ついて 

※福祉バスの現状と、柔軟な対応につい 

て 

３．18年度決算に対する、監査委員の忠告を

20 年度予算にどのように反映されるお考

えか伺います。 

市  長  

２．福祉サービスの現状

と対応について 

１．介護保険について 

 ① 施設入所者の苦情の状況と対応につい 

 て 

② 在宅サービスの苦情の状況と対応に

ついて 

③ 介護相談員の状況と拡充について 

※現在の態勢で十分でしょうか。 

※在宅サービス受給者への介護相談員

の派遣 

 ④ 老老介護の現状と対策について 

市  長  
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※実態の掌握はされていますか。 

※相談窓口の設置 

※救急な状況が発生した場合の対応（受

け入れ先） 

２．少額の年金暮らしの方や、生活保護者の

高齢者の方が入居できる老人ホームの現状

について 

① 市内と周辺地域の状況 

④ 市民からの要望に、市の対応はどのよ

うにされていますか。 

３．民間福祉サービスに係るトラブル解決の

対応策について 

① 福祉サービスには高齢者、障害者、保

育などの福祉サービスがあります。近年、

そうした福祉サービスの提供者は、行政

だけに限らず、民間や地域団体などにも

広がっています。それに伴い、利用者と

民間福祉サービス事業者などとの間でト

ラブルも増えています。市内の状況につ

いて伺います。 

② 東京・中野区では、区民の権利および

利益の擁護と福祉サービスの質の向上を

図ることを目的に紛争調停制度をスター

トされました。市でもこのような施策に

取り組む考えはないのか伺います。 

３．中学卒業までの医療

費の無料化を 

子育て支援の一番強い声は、なんと言って 

も医療費の無料化です。全国では、中学卒業

までの無料化に取り組む自治体が増えていま

す。出雲市でも市長の決断で早期実施される

ことを強く要望します。 

市  長  
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質 問 者 １  大 国 陽 介 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

１．高すぎる保険料は引

き下げるなど、市民の

生活実態に即した国民

健康保険となるよう改

善を求める 

１．市民生活の実情を直視し、高すぎる保険

料の引き下げを求めるが、所見を伺う。 

２．事実上の保険証取り上げである資格証の

発行は中止すべきであるが、所見を伺う。 

３．一部負担金の減免要綱を設けるべきと考

えるが、所見を伺う。 

４．島根県健康福祉部健康推進課より、本年

７月３日付けで各市町村の国民健康保険主

管課長あてに「国民健康保険の一部負担金

の減免等について」とした通知が出された。

一部負担金の減免要綱の策定、減免制度の

周知、資格証の交付、関連部署との連携な

どについて改善を求めるものであるが、市

としてどのような対応をされたのか。 

健康福祉 
部 長 

 

２．住民税の減税制度の

運用改善を 

１．住民税の減免制度の年度（０５、０６、

０７年度）ごとの適用実績とその事由は。 

２．減免制度がほとんど活用されていない。

減免制度を周知徹底させるとともに、納付

が困難な方に対する窓口での対応改善を求

めるが、いかがか。 

３．各種税金等の滞納者に対して差し押さえ

が行われているが、市民のくらしを守るべ

き自治体としてやってはならないことであ

り、中止を求める。また、差し押さえの際

「不動産のほか、銀行預金、請負代金、物

財政部長  
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品、納入代金、給料、敷金、家賃、電話加

入権、生命保険等は、あなたに連絡せずに

差し押さえます」などとされているが、滞

納者の生活実態をつかんでの対応か。 

３．学校に「競争と格差」

を持ち込む全国学力テ

スト（全国学力・学習

状況調査）の参加見直

しを 

１．本年４月行われた全国学力テスト（全国

学力・学習状況調査）によって、新たに判

明したことは何か。 

２．来年度以降の全国学力テストには参加さ

れないことを求めるが、所見を伺う。 

３．愛知県犬山市教育委員会では、「学校に競

争と格差を持ち込ませない」として、全国

で唯一、全国学力テストに参加しなかった。

犬山市教育委員会に学ぶべきところは多い

と考えるが、所見を伺う。 

 

教 育 長  

 
 
 

質 問 者 ２３  牛 尾 尚 義 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

生態系の保護について 外来魚によってもたらされる生態系の破壊 

に対し、どのような政策がとられているか。 

① 市内の湖沼・河川の現況はどうか。 

② 他地域の状況から見て、将来どの様なこ

とが予測されるか。 

③ 在来の生態系を保持することの意味。 

 

市  長  
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質 問 者 ５  萬 代 輝 正 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

１．民間活力の「ゆめタ

ウン出雲」の経済波及

効果はどれほどなのか 

１．建設工事に伴う総投資額、相乗効果はど

れほどなのか。 

２．地元地域経済に及ぼす雇用者、商業者へ

の効果 

３．出雲市への財政、税金面での波及効果 

４．その他、数字以外での効果 

５．環境への配慮や、要望に対して市又はイ

ズミとして実現したことは。 

６．トータル的なマイナス面（心配面） 

市 長  

２．今市の商店街とゆめ

タウン出雲の連携によ

る商業活性化について 

１．出雲市の中心市街地、中心商店街、郊外

（予定地）とはどこを示すか。 

２．連携したまちづくり、商業地域の形成に

向けどのような話し合いがなされている

か。 

３．今後、広域的な視野での連携が必要と思

われるが、市としての見解を伺う。 

市  長  

３．ゆめタウン出雲周辺

の資本整備事業の進捗

と今後の計画を伺う 

１．新内藤川改修事業について 

 ① 新内藤川関連の最近５年間の事業予算

はどう推移しているのか。 

② ゆめタウン出雲の開店時には、どれほ

どの改修見込みか。 

③ 完成断面までの概ねのスケジュール

とはどのようになっているのか。 

２．北本町谷田谷線について 

 ① 北本町谷田谷線についての進捗状況

は。 

市  長  
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質 問 者 ８  川 上 幸 博 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

１．道路橋および道路の

定期点検について 

１．寿命を延ばすために、橋及び道路の定期

点検は、行われているのか。また、どのよ

うな方法で行われるのかもあわせて伺いま

す。 

２．出雲市において道路橋といわれる橋は、

いくつあるのか。また、建設後４０年を経

過したものはいくつなのか。今後掛け替え

や補修が計画されているものがあれば具体

的にお願いします。 

３．道路および橋の定期点検のための予算措

置は講じられているのか伺う。 

４．アスファルト舗装の全面改良は路線ごと

に行う考えはないのか。 

５．歩道において、歩行者と自転車がぶつか

り、怪我をしたという話が新聞に載ること

があるが、何か良い施策はないのか。 

建設事業

部 長 
 

２．出雲市の防災計画な

らびに水防計画につい

て伺う。 

１．防災関係機関組織体制について伺う。 

相手は分かるが通信手段、相手の担当部

所が不明 

２．通常業務の部、課、係を災害対策本部の

部、班とリンクさせたほうが良いのではな

いか。 

支所の役割と責任は。 

３．災害時の招集方法の連絡手段は。 

４． 災害対策本部会議、災害対策連絡会議に

市  長  
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ついて 

開催時期、構成メンバー、開催規定、

開催条件は。 

５． 危険ヶ所を図で示したほうが分かりや

すいのではないか。住民への情報提供は

いかにしているのか。 

６． 昨年の災害が１９年度計画にどのよう

に反映されたのか。 

７． 職員の避難訓練、情報伝達訓練は行われ

ているのか。 

３．全国学力、学習調査、

生活アンケート結果に

基づいた改善点につい

て 

１．生活及び学習に関するアンケートの結果

に基づき改善点はどのようなものがあった

のか伺う。また、改善点に基づいた指導は

どのようにしていくのか。 

２．子供達をとりまくメディアの影響をどの

ように考えているか伺う。 

 

教 育 長  

 
 
 

質 問 者 ２０  萬 代 弘 美 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

１．神戸川の緊急改修の

進捗と今後の抜本改修

について 

１．神戸川緊急改修の進捗状況と来年度事業

について。 

２．神戸川上流の一帯的な抜本改修の展望に

ついて 

市  長  

２．出雲市立総合医療セ

ンターの運営は、公立

１．病院運営に地域住民の声を生かすこと。 

２．医師、看護師の確保など体制強化に市が

市  長  
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病院として充実をはか

ることについて 

責任をもつこと。 

３．運営は独立行政法人化でなく、地域医療

の中核的医療機関として公立病院で拡充す

ること。 

３．新たな負担を強いる

市営住宅駐車場の有料

化案は、撤回を 

１．公営住宅法で低額所得者に対する住宅の

供給がうたわれている。低額所得者にとっ

て負担感が大きいのではないか。 

２．住民の理解が、得られていない駐車場利

用料の徴収を撤回し、古くなった畳替えや

風呂の改修など、切実な入居者の願いを最

優先に取り組むべきである。 

 

市  長  

 
 
 
 

質 問 者 １８  坂 根   守 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

１．斐川町からの提案「出

雲の國」広域連携推進

研究会について 

９月２８日に斐川町長から「出雲の國広域 

連携推進研究会」の発足を提案されたが、市 

長はどう対応されるのか。 

教 育 長  

２．中学校の部活動補助

の充実を 

１．河南部（佐田・多伎・湖陵）の３中学校

への部活動の補助金の継続を 

合併前は行政からの部活動への補助金は

河南部の３中学校だけでした、合併後３年

で補助金がなくなる予定です。地域性を考

慮し継続をすることができないのか伺いま

す。 

市  長  
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２．吹奏楽部楽器整備の助成について 

９月議会と今定例議会に違う団体から吹

奏楽部楽器整備の助成の陳情、請願が提出

されています、抜本的対策がとれないのか

伺います。 

 

 
 
 

質 問 者 １６  西 尾   敬 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

１．生活道整備の要望取

りまとめ状況と整備方

針について 

生活道路の整備については、要望内容によ 

り単年度、３ヵ年、１０ヵ年の計画期間を定

め、必要性、緊急度等により順位を決め整備

計画を立てて実施されると聞いている。 

今後３年間の計画は、今年度取りまとめら 

れることとなっているが、現在どの程度の要

望が出されているのか伺う。（地区毎の件数と

概算整備金額）又１９年度までの未整備件数

と概算整備金額を伺う。 

財政が逼迫している中で、沢山の要望をど 

のように対応されるお考えなのか、今後の整

備方針について伺う。 

市  長  

２．主要特産物の産地維

持対策について 

出雲市の主要特産物であるぶどう、柿等に 

ついては、価格の低迷と後継者不足により、

耕作の断念を余儀なくする農家が続出し、生

産の減少に歯止めがかからない現状である。 

農業団体と生産者だけでの現状打開は困難 

市  長  
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であり、行政が早急に何らかの対策を講ずる

必要があると考えます。 

後継者不足の解消には、何といっても所得 

の確保が必要であります。所得の確保対策の

ひとつに価格保障制度があります。現在野菜

を対象とする価格保障制度はあるものの、果

物を対象としたこの制度はありません。先人

の努力でここまで維持された産地を確保する

ため是非とも検討すべきと考えますが市長の

見解を伺う。 

一方、特産振興の今後の課題として受注生 

産方式の拡大が必要といわれております。現

在の流通方式では農業者のみにしわ寄せが来

ており、限界を感じざるをえません。流通方

式の改革について市長はどのような見解をお

持ちなのか伺う。 

 

３．有害鳥獣被害対策の

徹底について 

有害鳥獣による被害は、農作物はもとより、 

住民をも脅かす現状にあります。市政フォー

ラムでは毎年この対策を求める意見が噴出し

ている。市長は「鰐淵宣言」なるものを提言

されたが、その具体策と実現の可能性につい

てまず伺う。 

 又、次の点について伺う 

① 狩猟者の増加対策とわな免許の取得支

援策について（湖北地区） 

② 捕獲業務委託費の市による上乗せ対策

（出動経費３，５００円を６，２００円、

捕獲奨励金１０，０００円を５０，００

０円程度にすべきでは） 

市  長  
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③ 駆除対策等について関係住民への講習

会等の開催を行政で実施できないか。 

④ 大正９年にシカ捕獲禁止区域を設定し

た理由が消滅したのでは 

⑤ 対策協議会の開催が今年 1 月以来開催

されていないと思うが、なぜなのか。 

湖北地域の対策については、駆除を徹底す 

るための予算を増加し全頭捕獲を目指すべき

と考えるが、所見を伺う。 

 

 
 
 
 

質 問 者 ３３  杉 谷 寿 之 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

１．料金や市税などの未

納問題について 

出雲市における市民税他四税（固定資産税、 

都市計画税、軽自動車税、法人市民税）及び

国民健康保険料、介護保険料の未納の状況を、

過去二年度にわたり、明らかにされたい。又

それに対する市の対応について伺う。 

① 特に滞納整理はどの様なシステムで

対応しているのか。 

② 未納欠損処分が相当額出ているが、処 

分の基準と誰がどの様な判断で決する

のか。 

③ 未納が増加する原因をどの様にとら

えているのか。その対応を問う。 

財政部長  
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２．学校給食費の未納に

ついて 

学校給食費の未納が本市でも問題となって 

いる。９月議会でも一般質問がなされたが、 

その後の状況と対応について 

 ① 未納に対する現状の把握は。 

それに対する解決処理について。 

 ② 学校給食費収納事務連絡会が設立され

たが、その提言に対してどの様な対応を

してきたか。 

教 育 長  

３．上下水道の普及率に

ついて 

上下水道の普及率について、我市の現状を 

どの様に把握しているか。 

① 各地域の過去２ヶ年の状況（旧２市４

町）の説明を求める。 

② 普及率の低さは、即一般会計の負担と 

なる重要な課題である。その上昇につい

ては、どの様な対策をとっているのか。 

③ 今後の上下水道計画と加入率について

伺う。 

 

上下水道 
局 長 

 

 
 
 

質 問 者 ３  遠 藤 力 一 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

１．学校の情報教育用パ

ソコンと情報教育につ

いて 

 

１． 小中学校にある生徒用パソコンの台数 

とＯＳの種類、ウィルス対策と、サポート

契約について 

２． 機器更新に要する費用はいくら必要か、

今後の更新計画について 

市  長  
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３． 島根県及び松江市では、OSS で大変注目 

を浴びているソフト開発言語 Ruby と、OSS

による情報産業振興を目指している。出雲

市における子供たちへの情報スキルのアッ

プをどう図っていくのか。 

４． ネット社会の歩き方をどのように指導 

教育しているか伺う。 

５．ＯＳＳ(オープン ソース ソフトウエア）

ベースのＩＴ環境を学校に導入するために

研究校を指定して、来年度から試験運用し

てはどうか。 

２．出雲生活バス運営状

況について 

１．運転マニュアルは整備されているか、ま

た接客訓練・防災訓練などは、どのように

なされているか伺う。 

２．市における運転管理の実地調査、車両の

整備管理・指導などは、どのようにおこな

われているか伺う。 

３．平田生活バスの乗り継ぎ時間の短縮と利

便性向上を図られたい。また乗り継ぎの料

金については無料もしくは割引運賃となら

ないか。 

総務部長  

３．首都圏観光ＰＲイベ

ントは必要か 

１．京王プラザホテルに会場を決めた経緯に

ついて 

２．首都圏観光ＰＲのパンフレット、ポスタ

ーの費用・場所について伺う。 

３．目に見えた効果があったか。 

４．今後の計画と、より効果的な宣伝方法の

検討はなされているか。 

５．この事業について市民の方々は知ってい

るのか。 

市  長  
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質 問 者 １３  広 戸 恭 一 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

１．国民の食料確保を行

う農業が産地維持のた

めの、農業補助金制度

について 

１．農業生産に関わる、国、県の補助金、助

成金が縮減される中で、出雲市農業の持続

的な発展を図るため、出雲市はどのような

助成システムを考えているか伺う。 

２．農業者個人、あるいは農業法人、営農団

体などが、大型農業機械の更新をするにあ

たって、買い替えの助成制度があるようだ

が、どのような内容か伺う。 

３．水田の用排水路及び揚水機の補修、改修

には、国・県および市の助成制度の考え方

と、具体的な補助制度はどのようなものが

あるか伺う。 

４．ぶどうハウスおよびその他のハウスにお

ける、加温用ボイラーを省エネ型ボイラー

に切り替える場合の助成制度はあるのか伺

う。 

５．ぶどうハウスを更新するには、今あるハ

ウスの取り壊しが必要です。この取り壊し

費用について、国・県には助成制度がある

のか伺う。また、３Ｆ事業の対象とはなら

ないか、併せ伺う。 

産業振興

部 長 
 

２．18 年度予算で、なぜ

１５億４千万円を使い

残したか 

１．１８年度出雲市決算書より、西尾市長か

ら不用額の考え方について伺う。 

２．１８年度出雲市決算書より一般会計予算

額７百６５億円３千万円に対し、不用額１

市  長  
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５億４千万円が発生しているが、このこと

について、西尾市長の考えと所見を伺う。 

３．最も、多額の不用額を計上した部署はど

こか、また主たる事業名を挙げ説明を。 

４．不用額発生の要因は大きく分けて５項目

ぐらいと考えるが、次の項目別の金額およ

び割合を伺う。 

 ① 予算の目的は、十分達成しながら、節

約工夫によって生じたもの。 

② 予算議決の時点では、予測しえなかっ

た情勢の変化による事業縮小や中止。 

③ 予算そのものの過大見積もり 

④ 特別の理由もないのに、執行の時期を

失った。 

⑤ その他 

５．法的に流用は認められているのに、出雲

市はなぜ行わないか。 

６．１８年度不用額と、１９年度予算との関

連を伺う。 

 

 
 

質 問 者 １０  曽 田 盛 雄 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

１．地籍調査について １．出雲市の地籍調査実施状況 

現在の進捗率は 

① 法律に基づく調査は何年に始まった

のか。合併した旧市町においては、調査

市  長  
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に着手した年度がバラバラなのはなぜ

か。 

② 現在本市の地籍調査課の職員数及び外

注も含めた予算規模を伺う。 

２．今後の地籍調査事業計画について 

 ① 多伎町、湖陵町については調査の進捗

率１００％完了であるが、旧２市、大社

町、佐田町では未完了、特に旧平田市に

ついては５％の実施率、合併して大きく

なった本市の地籍調査は今後どのように

進められるのか伺う。 

② 調査未実施の平坦部、土地改良法に基

づき整備がなされた土地については、境

界の確認なり地形的にも大体よく、航空

写真なり測量技術も問題はないと考え

る。法律の違いでもあるのか伺う。 

③ 今は荒廃した山地の調査を優先的に

早く進めるべきと考える。木材価格の下

落による山離れ、地域の高齢化率を考え

れば調査は一刻も早く進めるべきと考

える。市長の所見を伺う。 

２．観光地の環境整備に

ついて 

１．出雲市の観光地の環境整備について 

 ① 出雲市の主な観光地、公園の数はいく

ら位あるのか伺う。 

 ② 観光地といえる基準なり条件とは何か

伺う。 

それぞれの場所の年間の観光客の人数

と、最大イベント祭りの集客人数は、把

握されているのか伺う。 

③ 出雲市の観光地と公園のトイレの水

市  長  



 25 

洗化はどの程度進んでいるのか。 

④ 一畑薬師の駐車場のトイレについて

は、未だ水洗化もされず老朽化してい

る。毎年１,５００人以上の参加者があ

る一畑薬師マラソン大会も計画実行さ

れ、観光客も市内の中でも多いほうであ

るが、トイレの整備を急ぐべきと考え

る。市長の所見を伺う。 

３．介護サービスについ

て 

介護職員の労働条件改善を 

① 出雲市の介護福祉施設の数、それに従

事している人数、平均賃金は把握してい

るのか。 

② 国の介護保険制度＋市、独自の補助金

制度はあるのか、ないのか伺う。 

③ 全国の介護現場には１００万人以上

の人たちが働いているとか、それだけに

介護サービスの仕事に魅力を感じてい

る人達も数多くいるのではないか、又高

度化する介護ニーズに対応するため、介

護職員の質の向上も求められている。そ

の上で、教育研修の充実も必要ではと考

える。 

③ 若者達に希望の持てる職場、長続きす

る職場にするためには、労働環境の改

善や施策の充実が緊急の課題だと考え

るが市長の所見を伺う。 

 

市  長  
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質 問 者 ３０  長 廻 利 行 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

 消防本部の火災出動態 

勢について 

市町合併に伴い、消防本部も３消防本部が

統合し、新たな出雲市消防本部が発足してか

ら３年が経過しようとしている。 

出雲市民の生命、身体及び財産の保護のため

１本部３署２分署１出張所体制の大きな組織

で昼夜を問わずその被害軽減に努力されてい

るところである。 

更に、平成１８年１１月１日からは高機能

消防通信指令システムを運用開始して通信指

令システムの一元化を図り、旧平田市・旧大

社町からの１１９番通報の全てを消防本部指

令課で受信して、消防車両等の出動指令を一

括集中管理し、迅速な対応が図られていると

認識している。 

しかしながら、合併後において旧大社町に

おいては炎上火災により延焼をもたらす建物

火災が３件も発生し、今年の９月には火災に

よる死者が発生している。 

そこで次の点について伺う。 

 ① 旧大社（平田）地域への火災出動態勢

について伺う。 

火災現場に到着する消防車両が合併前

より遅いのではないかとの市民の意見が

多いが、通信指令システムの一元化等も

踏まえ、火災の覚知から出動指令、現場

到着、水利部署までの経過及び、近隣署

消 防 長  



 27 

所からの出動態勢について伺う。 

 ② 職員の配置状況について伺う。 

人事異動により、旧消防本部で勤務し

ていた職員が少なくなり、地理・水利に

精通した職員が少なくなってきているの

ではないか。また、このことにより火災

現場までの道路事情が把握しきれていな

いのではないか伺う。 

 

 
 

質 問 者 ３２  珍 部 全 吾 

質 問 事 項 質  問  内  容 
答 弁 を 
求める者 記         事 

１．斐伊川・神戸川治水

事業について 

１．大橋川改修の進捗状況について 

 ① 知事、松江市長との話し合いはあるの

か。 

② Ｓ５７年出雲市議会での同意条件に

ついての見解は。 

２．グリーンステップの活用計画について 

３．河川敷利用の現在での利用計画について 

市  長  

２．県・街路事業・今市

古志線２工区について 

１．今市古志線２工区の整備計画について 

 ① 事業見通しについて 

② 北への拡幅から以前南への拡幅に計

画が変更されたが、計画はそのままか。 

③ 古志大橋の４車線拡幅の計画は。 

市  長  

３．市内にある不思議な

看板について 

１．ビッグハート前の「巨心」、簸川南広域農

道にある「島根のエンジン文化と科学のま

ち出雲」等、一見意味の良くわからない看

市  長  
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板がある。 

看板が市民に与えるものは何であるか。

（看板の目的） 

２．県河川にある看板「赤川」「ＡＫＡＧＡＷ

Ａ ＲＩＶＥＲ」となっているが、その理由

について。 

正確には「ＡＫＡ ＲＩＶＥＲ」と思うが。 

 

 


